































































































以下､ ｢動作主不明｣で非情物主語の｢直接受身｣ (以下､ ｢動作主不明｣ )､ ｢動作主あり｣












"被 "構 文 言吾妻 意 味 上 能 動 文 1 能 動 文 2 存 現 文 是 ～ 的 慣 用 意 訳 含 蓄十
動 作 主 不 明 1 8 6 3 8 1 2 8 1 3 5 1 4 3 7 1 3 9 2 4 8 1





















た､ (6)'では､ (6)の文が､ ｢工場が破壊された｣という被害を受けたことを表しているため
に､ ｢ "被"構文｣が使用されていると考えられる｡
｢"被"構文｣は受身のマーカーが使用されている中国語の受動文であるが､ 18例(3.74%)










(7)'､ (8)'は､ ｢意味上の受動文｣であり､中国語の受動文の一種である｡ ｢意味上の受動
文｣は､ ｢主語+動詞｣という語順になっており､動詞の動作･作用を受ける対象が主語に


























好んで使用した｣と能動文の形に､ (12)'では､ "日本"を補って主語に立て､ ｢日本はこの
原則を守っている｣と能動文の形に､ (13)'は"大家" (皆)を補って主語に立て､ ｢皆が了承
している｣と能動文の形に訳している｡このように､ ｢能動文1｣では､日本語の原文内部
の構成要素を主語に立てるものと､文脈から判断される主語を補って立てる､ 2つのパタ
























｢動作主あり｣の中国語-の訳され方は､ ｢ "被"構文｣､ ｢語嚢レベルの受動文｣､ ｢意味







"被 "構文 富吾桑 意味上 能動文 1 能動文 2 存現文 是 ～的 意訳 合計
動 作 主 あ り 1 4 1 7 2 2 1 6 5 3 1 5 8 3
% 6 .9 2 0 .5 2 .4 1 2 5 .3 7◆2 3 6 .0 2 3 .6 1 8 .1 10 0














(17)'は､ ｢ "被"構文｣である｡ ｢日本はアメリカ軍に占領された｣という､被害のニュ
ァンスがある内容であるため､ ｢ "被"構文｣に訳されていると考えられる｡ (18)'､ (19)'










(20)'､ (21)'は､ ｢能動文1｣に訳されている例である｡ (20)の｢アメリカ等邑占領された｣














｢内容の受身｣の中国語-の訳され方は､ ｢"被"構文｣､ ｢能動文1｣､ ｢能動文2｣､ ｢"是
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" 被 ,,構 文 能 動 文 1 能 動 文 2 是 ～ 的 慣 用 表 現 意 訳 合 計
内 容 の 受 身 16 22 17 3 29 2 4 1 11










(22)'､ (23)'は､ ｢能動文1 ｣に訳されている例である｡ (22)'では日本語の原文には示され



























(27)'､ (28)'､ (29)'は､ ｢慣用表現･固定表現｣に訳されている例である｡ (27)の｢～とみ








を伴い､ ｢と｣の前に示される内容を指すものである｡内容を指す動詞は､ ｢いう｣､ ｢みな
す｣､ ｢よぶ｣など､その種類は限られている｡そのため､対応する中国語表現も自ずと限
定されてくるものと思われる｡
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